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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端部本体の先端面の外縁近傍に処置具突出口が前方に向けて開口配置された内視鏡の
先端部であって、
　前記先端部本体の外周を全周にわたって囲んで前記先端部本体に対し着脱自在に取り付
けられる筒状の筒状取り付け部と、前記筒状取り付け部からその前方に向かって突出する
フード部とが形成された先端フードを備え、
　前記先端フードのフード部には、前記処置具突出口に隣接する方向の壁部を最先端部か
ら前記先端部本体の先端面より後側の位置まで連続的に切り欠いた切り欠き部が形成され
、
　前記切り欠き部が、後方から前方へ次第に前記フード部を深く切り欠いていることを特
徴とする内視鏡の先端部。
【請求項２】
　請求項１に記載された内視鏡の先端部において、前記フード部の外径が後方から前方へ
次第に細く形成されている内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の先端部に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　内視鏡においては一般に、挿入部の先端に連結された先端部本体の先端面に、観察窓、
照明窓等と並んで処置具突出口が開口配置されていて、被検体との距離を確保するための
先端フードが先端部本体に対し着脱自在に取り付けられるようになっているものが少なく
ない。
　ただし、そのような内視鏡の先端部において、処置具突出口が先端部本体の先端面の外
縁寄りに位置していると、処置具突出口から突出した処置具を先端フード内で開閉動作さ
せた時に処置具が先端フードにぶつかって十分に開くことができない場合がある。そこで
、特許文献１に記載されているような、処置具突出口に隣接する方向の壁部が切り欠かれ
た形状の先端フードを用いれば、処置具を先端フード内で開閉動作させた時でも処置具が
先端フードにぶつからずに十分に開くことができる。
【特許文献１】　特開２００５－６６１３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、処置具突出口に隣接する方向の壁部が切り欠かれた形状の先端フードを用いて
も、処置具がリンク機構により開閉駆動される構造の場合（内視鏡用処置具では、そのよ
うな構造のものが少なくない）には、図１０に示されるように、処置具９１のリンク機構
９２が、開き方向に動作すると先端フード９３の基部内周面９３ａにぶつかって、処置具
９１を思うように開閉できない場合がある。９０は処置具突出口である。
【０００４】
　本発明はそのような問題を解決するためになされたものであり、リンク機構で開閉駆動
される処置具を使用する場合であっても、リンク機構が先端フードにぶつからず、処置具
を先端フード内でスムーズに開閉させることができる内視鏡の先端部を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明においては、先端部本体の先端面の外縁近傍に処置具突出口が前方に向けて開口
配置された内視鏡の先端部であって、先端部本体の外周を全周にわたって囲んで先端部本
体に対し着脱自在に取り付けられる筒状の筒状取り付け部と、筒状取り付け部からその前
方に向かって突出するフード部とが形成された先端フードを備え、先端フードのフード部
には、処置具突出口に隣接する方向の壁部を最先端部から先端部本体の先端面より後側の
位置まで連続的に切り欠いた切り欠き部が形成され、切り欠き部が、後方から前方へ次第
にフード部を深く切り欠いている。
 
【０００６】
　なお、フード部の外径が後方から前方へ次第に細く形成されていてもよい。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の内視鏡の先端部によれば、先端フードのフード部に形成された切り欠き部が、
処置具突出口に隣接する方向の壁部を最先端部から先端部本体の先端面より後側の位置ま
で連続的に切り欠いていることにより、リンク機構で開閉駆動される処置具を使用する場
合であっても、リンク機構が先端フードにぶつからず、処置具を先端フード内でスムーズ
に開閉させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を具体的に説明する。
　図２は本発明の第１の実施の形態の内視鏡の先端部の側面断面図、図３は斜視図である
。可撓性の挿入部の先端に連結された先端部本体１の先端面１ａに前方（各図において右
方）に向けて観察窓２が配置され、その奥に対物光学系３や固体撮像素子４等が内蔵され
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て、先端部本体１の前方の被検体を観察することができる。先端部本体１の先端面１ａに
は、処置具が挿通される処置具案内管５の出口開口である処置具突出口６が、観察窓２と
並んで前方に向けて開口配置されている。処置具突出口６は、他の構成部材等を配置する
ためのレイアウト上の制約から、先端部本体１の先端面１ａの外縁１ｂの近傍に配置され
ている。７は、観察窓２と並んで先端部本体１の先端面１ａに配置された照明窓である。
【０００９】
　１０は、被検体との間に一定の距離を確保するために先端部本体１に取り付けられた先
端フードである。先端フード１０には、先端部本体１の外周を全周にわたって囲んで先端
部本体１に対し着脱自在に取り付けられる筒状の筒状取り付け部１０ａと、筒状取り付け
部１０ａからその前方に向かって突出するフード部１０ｂとが形成されていて、フード部
１０ｂの外径は後方から前方へ次第に細く形成されている。先端フード１０は、例えば弾
力性を有するプラスチックチューブ等を素材として形成されていて、その素材内径が先端
部本体１の外径より少し小さいものを使用することにより、先端部本体１に対し弾力的に
締め付けた状態に取り付けることができ、そのような筒状取り付け部１０ａを弾性変形さ
せることにより、先端フード１０を先端部本体１から取り外すことができる。但し、その
他の手段で先端フード１０を先端部本体１に着脱自在にしてもよい。なお、先端フード１
０を透明材料で形成すれば、先端フード１０を通してその外側部分まで内視鏡観察するこ
とができる。
【００１０】
　先端フード１０のフード部１０ｂには、処置具突出口６が位置する方向の壁部（即ち、
処置具突出口６に隣接する方向の壁部）を最先端部から先端部本体１の先端面１ａより後
側の位置まで連続的に切り欠いた切り欠き部１１が形成されている。切り欠き部１１は、
後方から前方へ次第にフード部１０ｂを深く切り欠くよう傾斜して形成されている。その
結果、切り欠き部１１の後端縁部１１ａは先端部本体１の先端面１ａの外縁１ｂより後側
に位置していて、先端部本体１の先端面１ａの外縁１ｂが処置具突出口６に隣接する位置
では露出している。
【００１１】
　図１は、前記のように構成された内視鏡の先端部の処置具突出口６から処置具２０を突
出させた状態を示している。処置具２０は、先端フード１０の先端が当接する位置の被検
体（図示せず）を挟むための一対の先端開閉片２１がリンク機構２２により開閉駆動され
る構成のものであり、先端フード１０のフード部１０ｂが切り欠き部１１で切り欠かれて
いることにより、先端開閉片２１を先端フード１０と干渉することなく開くことができる
。そして、切り欠き部１１が先端部本体１の先端面１ａより後側の位置まで形成されてい
ることにより、リンク機構２２が、開方向に動作しても先端フード１０にぶつからず、先
端開閉片２１を先端フード１０内でスムーズに開閉させることができる。
【００１２】
　図４は本発明の第２の実施の形態の内視鏡の先端部の側面断面図、図５は斜視図である
。この実施の形態では、先端フード１０の切り欠き部１１が、後半部分（各図において左
側部分）では前半部分（同右側部分）より急な角度で切り欠かれている。このように構成
することにより、切り欠き部１１の後半部分の傾斜を急にして、処置具２０のリンク機構
２２と先端フード１０との干渉をより確実に防ぐことができる。
【００１３】
　図６は本発明の第３の実施の形態の内視鏡の先端部の側面断面図、図７は斜視図である
。この実施の形態では、先端フード１０が先端部本体１の先端面１ａの位置付近で筒状取
り付け部１０ａから段付き状に縮径した形状に形成されている。このように構成すること
により先端フード１０のフード部１０ｂを全体に細く形成することができ、例えば大腸内
への挿入性が向上する等のメリットがある。
【００１４】
　図８は本発明の第４の実施の形態の内視鏡の先端部の側面断面図、図９は斜視図である
。この実施の形態では、先端フード１０の切り欠き部１１の後端縁部１１ａが先端部本体
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て誤差等の影響により完全な同面ということは実質的にあり得ないので、先端フード１０
の切り欠き部１１の後端縁部１１ａが先端部本体１の先端面１ａより僅かに後方に退避し
ている。その他の構成は第１の実施の形態と同じであり、第１の実施の形態と同様の作用
効果を得ることができる。
【００１５】
　なお、本発明は上述の実施の形態に限定されるものではなく、例えば先端フード１０の
先端面部分を前方に向かってなだらかに突出した形状に形成する等、各種の形態を採るこ
とができる。また、本発明を前方斜視型の内視鏡の先端部に適用してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１の実施の形態の処置具使用状態の内視鏡の先端部の側面断面図。
【図２】本発明の第１の実施の形態の内視鏡の先端部の側面断面図。
【図３】本発明の第１の実施の形態の内視鏡の先端部の斜視図。
【図４】本発明の第２の実施の形態の内視鏡の先端部の側面断面図。
【図５】本発明の第２の実施の形態の内視鏡の先端部の斜視図。
【図６】本発明の第３の実施の形態の内視鏡の先端部の側面断面図。
【図７】本発明の第３の実施の形態の内視鏡の先端部の斜視図。
【図８】本発明の第４の実施の形態の内視鏡の先端部の側面断面図。
【図９】本発明の第４の実施の形態の内視鏡の先端部の斜視図。
【図１０】従来の処置具使用状態の内視鏡の先端部の側面断面図。
【符号の説明】
【００１７】
１…先端部本体
１ａ…先端面
１ｂ…外縁
６…処置具突出口
１０…先端フード
１０ａ…筒状取り付け部
１０ｂ…フード部
１１…切り欠き部
１１ａ…後端縁部
２０…処置具
２１…先端開閉片
２２…リンク機構
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